






























On “Language” and “Speech”

























































































































































































































































































れは、小林編 (2000)の Gardinerの指摘、「 ‘phrase' 〔句〕とはなんであるか。フ














⑫ 町田 (2004) pp.20-21
⑬ 時枝 (1941) p.218、時枝 (2007) p.246
⑭ 時枝 (1950,1979) p.18
⑮ Ibid. p.21
⑯ Ibid. p.23




㉑ ガデ (1995) p.130
㉒ 『第三回』p.261
㉓ 『コンスタンタン』pp.164-165














































































とは、1928年に Hjelmslevは Principe de grammaire generaleを出したと
きに既に熟していたものであるが、de Saussureの “la langue est une 







Expression Plane Content Plane
Substance Form (Function) Form (Function) Substance










実質 形式 形式 実質






実質 形式 形式 実質










































① バディル (2007) p.12
18異文化
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② イェルムスレウ (1959) p.ⅹⅶ
③ イェルムスレウ (1985) p.61
④ 『第二回』pp.48-49、同様の箇所は、前田 (1991) pp.59-60、福田 (1985)31号 p.5
に見られる。
⑤ 丸山 (1975) p.51












































ソシュールの langue ソシュールの parole
服部の sentence：「文」 服部の utterance：「発話」
〔注〕


































































































































































































① 西江 (1980b) pp.230-243
② Ibid. p.230
③ Ibid. p.231
④ ナップ (1979) p.8
⑤ Ibid. pp.8-9
⑥ 西江 (1980b) pp.231-232
⑦ Ibid. p.232






















































































































































































　3　(1976.3)  “ ことば ” pp.84-91
　4　(1976.4)  “ ことば ” その 2 pp.80-87
　5　(1976.6)　“ことば ” その 3 pp.108-114
18異文化
36
　6　(1976.7)  “ メッセージ ” をめぐる話題 pp.88-94
　7　(1976.8)  “ メッセージ ” をめぐる話題 2 pp.99-105
　8　(1976.9)  “ メッセージ ” をめぐる話題 3〈 “ ことば ” 補足〉 pp.112-117









　2　(2009.7)　“ことば ” だけではつたわらない pp.189-196
　3　(2009.10)　意味を伝えるもの pp.181-188
　4　(2009.12)　伝え合いにつきまとう「制約」 pp.211-218
　5　(2010.4)　 伝え合いにおける “文化の檻 ”――空間 pp.208-215
　6　(2010.4)　 伝え合いにおける “文化の檻 ”――時間 pp.129-137
　7　(2010.10)　沈黙のことば pp.117-124
　8　(2010.12)　ことば通じて、意味通じず pp.129-136
　最終回　(2011.7)　“異なる ” ということ pp.234-242
西江雅之 (2010)【連載】「出会いと言葉」『現代思想』青土社




　5　(2010.10)“ 異なった言語 ”間の接触へ pp.8-15
　6　(2010.11) “ ピジン ” に向けて pp.40-48
　7　(2011.1)  “ ピジン・クレオル ”と呼ばれる諸語 pp.32-38
　8　(2011.3)  “ 言語 ” の誕生と死 pp.8-15










福田毘之 (1985a, b, c)『言語と言語学』21 p.6，22 p.7,8，24 p.3、FLL





























　本稿を、2015年 6月 14日午前 2時 6分に新たな異郷へと旅立たれ
た恩師、西江雅之氏に捧げる。
【付録 5】訳語　ガデ (1995) p.216
原著 小林英夫 丸山圭三郎 デュボア ガデ
discours 話線 ディスクール 談話 言説
entite 実在体 本質体 ― 存在体
forme 形態 形相 形式 形式、形態
image 
acoustique
聴覚映像 聴覚イメージ 音響映像 聴覚像
immotive 無縁 無動機の 無動機の 無契的
langage 言語活動 ランガージュ ことば 言語、ランガージュ
langue 言語 ラング 言語 言語、ラング
motive 有縁 動機づけのある 動機づけのある 有契的
parole 言 パロール 言、ことば 言葉、パロール
signifiant 能記 シニフィアン 記号表現 記号表現
signification 意義 意義 意義 意味作用
signifié 所記 シニフィエ 記号内容 記号内容
sujet parlant 話手 語る主体 母語の話し手 語る主体





小林 丸山 デュボア ガデ 前田 福田
langage 言語活動 ランガージュ ことば 言語、ランガージュ ことば 言語性
langue 言語 ラング 言語 言語、ラング 言語 言語系
























Image acoustique 聴覚映像 音像（音のイメージ）
forme 形相 関網（関係の網）
福田『言語と言語学』24、p.3
